
No． 1 熊本県立岱志高等学校　

科目

【学習計画】

学習項目 評価方法 参考

第 1 回 5 月 8 日 3 限
資源と産業
農業の始まり

課題の提出及び内容

第 2 回 5 月 11 日 2 限 農業の成立条件 課題の提出及び内容

第 3 回 5 月 13 日 5 限
農業区分

①伝統的（自給的）農
牧業

課題の提出及び内容

第 4 回 5 月 14 日 2 限
農業区分

②ヨーロッパ起源の
農牧業

課題の提出及び内容

第 5 回 5 月 15 日 3 限
農業区分

③企業的農牧業
課題の提出及び内容

第 6 回 5 月 20 日 5 限 農業の現状と課題 課題の提出及び内容

第 7 回 5 月 20 日 7 限
農畜産物の生産と移

動
課題の提出及び内容

第 8 回 5 月 21 日 2 限 林業・水産業 課題の提出及び内容

第 9 回 5 月 22 日 3 限 日本の農林水産業 課題の提出及び内容

第 10 回 5 月 25 日 2 限
食糧問題①

（全体像・発展途上
国）

現代世界において、食糧問題が発生する理由及び発
展途上国の抱える食糧問題について考察する。

課題の提出及び内容

第 11 回 5 月 27 日 5 限
食糧問題②

（先進国及び日本）
先進国が抱える食糧問題及びその一員である日本
が抱える食糧問題を考察し、解決する方法を探る。

課題の提出及び内容

第 12 回 5 月 28 日 2 限
資源と産業

エネルギー資源①
私たちの生活に欠かせないエネルギー資源の種類
や利用状況を理解する。

課題の提出及び内容

第 13 回 5 月 29 日 3 限 エネルギー資源② 課題の提出及び内容

主要作物（米・小麦・トウモロコシなど）の生産と国際的な移
動（貿易）について考察する。

現代世界の林業・水産業の現状とその課題について考察す
る。

現代世界の中で日本の農林水産業が抱える課題と今後の
在り方を考察する。

代表的なエネルギー資源である石油・石炭について、その
生産・消費、問題点を考察する。

評価基準

Ａ
・期限内に提出している。
・課題の内容がきちんとできている。

Ｂ
・期限内に提出している。
・課題の内容が不十分なところがある。

Ｃ
・期限に遅れて提出した。
・課題の内容がきちんとできている。

Ｄ ・未提出

現代世界の農牧業生産の現状と課題について考察する。

３年１・３組選択者 地理Ｂ

授業回 月日限 学習内容

農業の始まりと栽培作物の広がりについて考える。

農業が成立するための条件を理解する。
①自然条件……気温・降水量など
②社会条件……市場との距離・交通など

伝統的（自給的）農牧業について、その特色を理解する。
（遊牧・焼き畑・集約的稲作・集約的畑作）

ヨーロッパ起源の商業的農牧業について、その特色を理解
する。（混合農業・酪農・園芸・地中海式農業）

企業的農牧業について、その特色を理解する。
（企業的穀物農業・企業的牧畜・プランテーション）

令和２年度　５月の勉強計画表（シラバスといいます）

（　　）年（　　）組（　　）号　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

学年・組・コース 身につけてほしいこと

①私たちの生活、特に食をを支える農業の現状・問題点を理解する。
②農畜産物の生産・移動（輸出・輸入）を考察し、食糧問題についての理解を深める。


